
今 月 表 紙の

　　今月の表紙は、５月１４日に行われた只見小学
校５、６年生の「田植え体験」です。当日はいい天気に
恵まれ、少し暑めの気温となりましたが、児童たちは
元気に作業を楽しみました。今後は稲の成長を見守
り、秋の収穫を楽しみにしています。（関連記事：Ｐ５）
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▲
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が
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▲
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只見線に手を振る観光まちづくり協会の方
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線
と
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見
線
と
は
―
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魅
力
あ
ふ
れ
る
只
見
線 

―

― 

只
見
線
と
は
―

　
Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
、福
島
県
会
津
若

松
市
と
新
潟
県
魚
沼
市
を
全
長
１

３
５
・
２
キ
ロ
で
結
び
、２
市
６
町
を

繋
ぐ
路
線
で
す
。こ
れ
ま
で
通
院
や

通
学
な
ど
の
地
域
住
民
の
足
や
観
光

路
線
と
し
て
沿
線
地
域
を
支
え
て
き

ま
し
た
。

― 

魅
力
あ
ふ
れ
る
只
見
線 

―

　
平
成
13
年
10
月
に
全
線
開
通
30

周
年
を
記
念
し
て
会
津
若
松
駅
か
ら

只
見
駅
間
を
運
行
し
た
「
Ｓ
Ｌ
＆
Ｄ

Ｌ
会
津
只
見
号
」
に
よ
り
、
只
見
線

が
魅
力
的
な
路
線
と
し
て
一
躍
有
名

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
Ｓ
Ｌ
会
津
只
見
号
」

と
し
て
毎
年
、
春
と
秋
に
臨
時
列
車

と
し
て
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
Ｓ
Ｌ
」
を
は
じ
め
、「
風
っ

こ
」
な
ど
の
臨
時
列
車
の
運
行
が
始

ま
る
と
、
と
て
も
魅
力
的
な
路
線
と

し
て
、
人
気
が
出
始
め
、「
紅
葉
の

き
れ
い
な
ロ
ー
カ
ル
線
全
国
１
位
」、

「
雪
景
色
の
き
れ
い
な
ロ
ー
カ
ル
線
第

３
位
」
な
ど
に
選
ば
れ
、
観
光
客
の

利
用
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、『
旅
と
鉄
道
』
２
０
１

６
年
５
月
号
の
「
好
き
な
Ｊ
Ｒ
ロ
ー

カ
ル
線
ラ
ン
キ
ン
グ
（
東
日
本
編
）」

で
１
位
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
中
国
版
ツ

イ
ッ
タ
ー
微
博（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）で「
世

界
で
も
っ
と
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
鉄
道
」

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
中
か

ら
注
目
を
集
め
、
主
に
台
湾
か
ら
の

観
光
客
が
増
加
し
ま
し
た
。

― 

復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み 

―

　
平
成
23
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
の

被
害
を
受
け
た
只
見
線
は
、
２
０
２

１
年
度
中
の
全
線
復
旧
を
目
指
し
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
町
で
は
後
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、「
つ
な
が
れ

つ
な
が
れ
只
見
線
応
援
事
業
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
町
民
の

只
見
線
の
利
用
機
会
を
増
や
す
た

め
、「
只
見
線
を
利
用
し
た
旅
行
の

乗
車
賃
の
補
助
」
や
「
只
見
駅
前

の
美
化
活
動
の
苗
木
代
」、「
只
見

線
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取
組
み
の
広
告
料
」

等
の
只
見
線
を
応
援
す
る
町
内
団

体
に
活
動
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
（
最
高
20
万
円
）。
昨
年
度
は

43
件
の
申
請
が
あ
り
、
多
く
の
方
々

に
只
見
線
応
援
活
動
へ
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

只
見
線
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
、
売
り
上

げ
の
一
部
を
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
利
用
促

進
の
た
め
、
町
へ
寄
付
さ
れ
て
い
る

事
業
者
の
方
も
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
や
町
内
団
体
等
で
組

織
す
る
「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
利
用
促
進

実
行
委
員
会
」
で
は
、
金
山
町
と

共
同
で
代
行
バ
ス
に
か
ぼ
ま
る
や
ブ

ナ
り
ん
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
り
、
小

出

－

只
見
駅
間
を
走
る
列
車
に
「
縁

結
び
列
車
」
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ッ
カ
ー

や
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ

を
作
成
し
、
様
々
な
場
面
で
活
用
し

て
い
ま
す
。
特
に
コ
ー
ス
タ
ー
は
町

内
の
旅
館
や
飲
食
施
設
で
活
用
さ
れ

て
お
り
、
町
内
外
の
方
へ
広
く
只
見

線
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

―
只
見
線
の
観
光
路
線
化
に
向
け
て 

―

　
町
で
は
、
再
開
通
後
は
観
光
路

線
と
し
て
の
活
用
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
地
方
創
生
推
進
交

付
金
を
利
用
し
、「
只
見
線
観
光
路

線
化
モ
デ
ル
事
業
」
を
３
か
年
で

行
っ
て
お
り
、
魚
沼
市
観
光
協
会
と

連
携
し
た
プ
ロ
レ
ス
列
車
や
サ
イ
ク

ル
ト
レ
イ
ン
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
他
に
も
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
た
観
光
地
巡
り
の
プ
ラ
ン
や
只

見
駅
か
ら
会
津
田
島
駅
ま
で
の
定
期

路
線
ワ
ゴ
ン
自
然
首
都
・
只
見
号
の

運
行
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
只
見
町
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
商

品
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
誘
客
が
難
し
い
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
商
品
開
発
に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。「
お
酒
」
や
「
マ
ト
ン
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
列
車
内
で
も

楽
し
め
る
も
の
、
お
土
産
に
な
る
よ

う
な
も
の
の
開
発
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
只
見
駅
周
辺
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
、三
石
神
社
を
は
じ
め
、

歩
い
て
回
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
想
い
を
乗
せ
た
全
線
復

旧
ま
で
間
も
な
く
で
す
。引
き
続
き
、

お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
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皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
地域創生課 　　82ー5220　Fax 82ー2117  町の話題

▲高橋ヤヱコさん（4月28日）

▲八久保イチノさん（5月7日）

▲只見小学校５、６年生（１４日）

▲脇坂斉弘さん ▲新國みつきさん ▲目黒大地さん

　
４
月
16
日
、
緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
へ
拡

大
と
な
り
、
こ
れ
を
受
け
た
町
内
事
業
者
は

新
し
い
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
多
く

の
飲
食
業
で
は
、
家
事
の
負
担
の
軽
減
や
自

宅
で
も
お
店
の
味
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。ま
た
、

只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
で
は
、
帰
省

が
困
難
な
方
や
、
来
町
で
き
な
い
観
光
客
等

に
向
け
て
、
只
見
産
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
の

送
料
無
料
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
は
、
町
民
の
方
か
ら
の
評
判
も

良
く
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
し
ば
ら
く

継
続
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

町
内
事
業
者
で
新
た
な
取
り
組
み
・
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
に

町
内
事
業
者
で
新
た
な
取
り
組
み
・
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
に

第
１
回
越
後
・
南
会
津
街
道
観
光
・
地
域
づ
く
り
円
卓
会
議
・
懇
談
会

第
１
回
越
後
・
南
会
津
街
道
観
光
・
地
域
づ
く
り
円
卓
会
議
・
懇
談
会

八
十
里
越
道
路
の
開
通
を
見
据
え
て

　
５
月
25
日
、
全
て
の
都
道
府
県
で
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
28
日
に
は
、
菅

家
町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
、「
現

在
の
感
染
の
拡
大
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
状
況

は
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
長
期
化
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
先
行
き
は
不

透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
６
月
１
日
か
ら
、

県
外
へ
の
移
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
す
が
、
油

断
せ
ず
、
新
し
い
生
活
様
式
の
定
着
に
努
め
ま

し
ょ
う
」
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

　
５
月
21
日
、
国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
道

路
の
開
通
を
見
据
え
た
「
越
後
・
南
会
津

街
道
観
光
・
地
域
づ
く
り
円
卓
会
議
・
懇

談
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
円
卓
会
議
は
、
新
潟
県
三
条
市
、
南
会
津

町
、
只
見
町
で
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
民
間

の
方
々
を
メ
ン
バ
ー
に
、
国
道
２
８
９
号
開

通
後
の
新
た
な
観
光
コ
ン
セ
プ
ト
や
具
体
的

な
連
携
事
業
を
検
討
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
只
見
町
か
ら
は
、
目
黒
大
地
さ
ん
（
目
黒

麹
店
七
代
目
）
、
新
國
み
つ
き
さ
ん
（
ゆ
の

宿
「
松
屋
」
若
女
将
）
、
脇
坂
斉
弘
さ
ん

（
合
同
会
社
ね
っ
か
代
表
社
員
）
の
３
名
が

メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
に
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
と
各

所
を
結
ぶ
テ
レ
ビ
会
議
方
式
で
行
わ
れ
、
会

議
の
主
旨
説
明
と
各
メ
ン
バ
ー
の
取
組
み
や

考
え
な
ど
の
意
見
交
換
会
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
円
卓
会
議
後
に
は
、
三
市
町
の
首
長
、
商

工
団
体
、
観
光
協
会
が
参
加
す
る
懇
談
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
菅
家
町
長
は
、
開
催
に
あ
た
り
、
「
南
会

津
町
も
加
わ
り
、
新
た
な
形
で
越
後
・
南
会

津
の
観
光
ル
ー
ト
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

け
る
の
は
あ
り
が
た
い
。
今
後
と
も
協
力
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。
」
と
開
会
の
あ
い
さ

NEWS＆FLASH

つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
懇
談
会
は
年
１
回
、
円
卓
会
議
は

年
３
回
の
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次

の
円
卓
会
議
は
９
月
頃
の
予
定
で
す
。

1/16　日本国内で初の感染者が確認される。

1/27　新型コロナウイルス感染症を感染症法に基づく
　　　「指定感染症」に指定する方針が日本政府より発表される。

1/28　武漢在留日本人を帰国させるためのチャーター便
　　　（第一便）が運航される。
　　　（チャーター便は、2/17までの間に計5便が運航された。）

2/21　日本国内の累計患者数が１００人を超える。

2/25　「只見町新型コロナウイルス対策連絡会議」を設置（只見町）

2/27　内閣総理大臣より、全国の小・中・高等学校などの
　　　一斉臨時休校を要請する方針が示された。
　　　町内では只見高校を3/2~3/19、小中学校を3/4～3/23の間、休校とした。

3/7　 福島県内初の感染症の患者が確認される。（福島県）

3/13　改正新型インフルエンザ等対策特別措置法が成立。

3/21　日本国内の累計感染者が1000人を超える。

3/24　東京オリンピック・パラリンピックの開催延期が発表される。

3/27　「只見町新型コロナウイルス対策本部」を設置。（只見町）

4/  7　７都府県へ緊急事態宣言が発令される。

4/15　感染拡大防止のお願いを含めた町長メッセージを発信。（只見町）

4/16　「緊急事態宣言」が全都道府県へ拡大される。
　　　町施設等を順次臨時休業（再開延期）とした。（只見町）

4/18　緊急事態宣言を受け、町長メッセージを発信。

5/4　  緊急事態宣言の期間延長が発表される。（5/31まで）

5/14　福島県を含む３９県について、前倒して緊急事態宣言を解除。

新型コロナウイルス感染症に係る時系列　
４
月
28
日
、５
月
７
日
、８
日
に
、町
内
で
百

歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
を
対
象
に
知
事
賀
寿
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、高
橋
ヤ
ヱ
コ
さ
ん

（
宮
渕
）、八
久
保
イ
チ
ノ
さ
ん（
黒
谷
）、角
田

房
子
さ
ん（
小
林
）の
３
名
で
、ご
家
族
と
共
に

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は「
手
仕
事
を
す

る
こ
と
」や「
食
事
を
３
食
し
っ
か
り
と
る
こ

と
」、「
歌
を
聴
い
た
り
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
」

と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
食
べ

て
身
体
を
動
か
し
、こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

町
内
か
ら
３
名
の
方
を
対
象
に

満
百
歳
の
知
事
賀
寿
贈
呈
式

　
５
月
14
日
、18
日
、28
日
に
、町
内
３
小
学

校
の
児
童
が「
田
植
え
体
験
」を
し
ま
し
た
。町

内
農
家
の
方（
只
見

：

新
国
さ
ん
、朝
日

：

藁

谷
さ
ん
、明
和

：

松
井
さ
ん
）か
ら
お
借
り
し

た
水
田
で
手
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
は
、農
家
の
方
に
植
え
方
を
教
わ
り
一

生
懸
命
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。「
上
手
に
植

え
ら
れ
た
。冷
た
く
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
。」と

楽
し
く
体
験
が
で
き
た
様
子
で
し
た
。ま
た
、

水
田
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
農
家
の
方
々
は
、

「
楽
し
く
植
え
る
姿
に
元
気
が
出
ま
し
た
。秋

の
収
穫
も
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。」と

お
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。

お
米
作
り
の
大
切
さ
を
学
ぶ

町
内
３
小
学
校「
田
植
え
体
験
」

▲角田房子さん（5月8日）

▲朝日小学校５年生（28日） ▲明和小学校5年生（18日）
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寿
の
秘
訣
は「
手
仕
事
を
す

る
こ
と
」や「
食
事
を
３
食
し
っ
か
り
と
る
こ

と
」、「
歌
を
聴
い
た
り
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
」

と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
食
べ

て
身
体
を
動
か
し
、こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

町
内
か
ら
３
名
の
方
を
対
象
に

満
百
歳
の
知
事
賀
寿
贈
呈
式

　
５
月
14
日
、18
日
、28
日
に
、町
内
３
小
学

校
の
児
童
が「
田
植
え
体
験
」を
し
ま
し
た
。町

内
農
家
の
方（
只
見

：

新
国
さ
ん
、朝
日

：

藁

谷
さ
ん
、明
和

：

松
井
さ
ん
）か
ら
お
借
り
し

た
水
田
で
手
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
は
、農
家
の
方
に
植
え
方
を
教
わ
り
一

生
懸
命
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。「
上
手
に
植

え
ら
れ
た
。冷
た
く
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
。」と

楽
し
く
体
験
が
で
き
た
様
子
で
し
た
。ま
た
、

水
田
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
農
家
の
方
々
は
、

「
楽
し
く
植
え
る
姿
に
元
気
が
出
ま
し
た
。秋

の
収
穫
も
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。」と

お
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。

お
米
作
り
の
大
切
さ
を
学
ぶ

町
内
３
小
学
校「
田
植
え
体
験
」

▲角田房子さん（5月8日）

▲朝日小学校５年生（28日） ▲明和小学校5年生（18日）
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「胃カメラを再開します」
　5月にコロナウイルスに対する全国の緊急事態宣言
が解除されました。コロナウイルスの再流行には常に
警戒が必要ですが、コロナを恐れて何もしないままとい
うわけにも行かず、新しい日常に向けて少しづつ活動
を再開することが必要です。
　朝日診療所では今月から胃カメラ検査を再開します。
口もしくは鼻からカメラを入れる検査であるため、鼻水、
唾液などに暴露されやすく、感染予防対策に手間もか
かり、ガウンやフェイスシールドといった資材も必要で
す。そのためたくさんの検査を行う事が困難であり、希
望者全員に検査を行うことはできない見込みです。腹
痛などの症状がある方や、胃潰瘍など消化器疾患の経
過観察が必要な方などを優先的に行いたいと思いま
す。胃カメラをご希望の方は、一度診療所を受診し医
師にご相談下さい。
　症状・消化器疾患のない方で、最近(ここ1-2年以内
に)胃カメラを行って大きな問題がなかった方は、大変
申し訳ありませんが当面の間は当診療所での検査を
ご遠慮下さい。

　なお、会津地域でコロナウイルス感染症の流行が見
られる際は、急遽胃カメラを中止しコロナウイルス対策
に専念せざるを得ないのでその際はご容赦下さい。
加えて、発熱や風邪症状のある方など特別な感染対
策を要する方の診察と胃カメラを同時に行う事が困難で
す。そのため、胃カメラの検査を行う火曜日午前は発熱や風
邪症状の方、コロナウイルス感染症の疑いのある方の診察を

お断りし、午後に診察となります。

ご協力、何卒よろしくお願いします。

■ ポイント ■

・胃カメラを再開する。

・胃カメラは検査数を制限する必要があり、腹痛などの症状

　がある方や、消化器疾患の経過観察が必要な方などを優

　先する。症状がなく、ここ1-2年以内に胃カメラを受けて大

　きな問題の無かった方は当面の間お待ち頂く。

・胃カメラは原則火曜日午前が検査予定日であり、胃カメラ

　を実施する時間帯は発熱や風邪症状がある方(コロナウイ

　ルス感染疑いのある方)の診察はできない。

「只見暮らし2年生」
　只見に来て１年が経ちます。（冬は例年にない浅雪と
のことでしたが…）あっという間に季節はひと回り。引っ
越し当日に頂いたご近所の美味しいレタスから始まり、
以来トマトにキュウリに豆やナスなど畑のお野菜を日々
贅沢に頂いてきましたが、この恵みは雪解け頃から畑の
準備を重ねた結果の実りだったのだと、この春、朝な夕
なせっせと働く町の方の姿を目にしてあらためてありが
たく感じています。

　さて、一方、協力隊としての私の業務は「空き家対策」
です。この1年は主に空き家バンクの登録や問い合わせ

対応、ホームページへの物件掲載、チラシ作製など。他、
空き家の外観調査やセミナーの開催、移住希望者向け
の只見体験ツアーの添乗という楽しい業務もありました。
「空き家」については調べ知り考える程に、とても奥が深
く一朝一夕にはいかない問題であることに気づかされ、
一歩ずつ順番に準備を重ねていくものなのだと実感し
ています。（畑の美味しい野菜も、個 の々空き家の対策も
、放っておいては進まない！）まだまだ一つ一つ学びなが
らの2年目ではありますが、空き家に関するご相談があ
りましたらお尋ねください。町下庁舎の地域創生課で受
け付けています。

地域おこし協力隊として
vol.66 今関　真貴

移住定住支援協力隊

広報ただみ診療所 朝日診療所
医師　若山　隆
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シリーズ町の課題 
vol.3vol.3

空き家・空き地の放置をなく
そう！

町の制度をご活用ください 
町に暮らす人々の良好で快適な生活環境の形成と保全を図ることを目的とする
「空き家有効活用」「改修や解体」「土地利活用促進」のための制度があります。

次回は、空き家・空き地の「現状把握と将来への備え」について掲載します。
※町の各制度には、対象要件や事前提出書類等があります

詳細は町ホームページをご覧いただくか地域創生課 0241-８２-５２２０ までご相談ください

家財処分費補助金
処分・清掃費用の１/２（限度額２０万円）

空き家・空き地バンク ※2020年4月から「空き地」の取り扱いも始まりました！

 空き家・空き地を「売りたい・貸したい」と考えている所有者から提供を受けた物件情報を町のホームページ等で公開し
 「買いたい・借りたい」と考える希望者に紹介する制度です。

売りたい・貸したい

① 登録の申込み
② 現地調査立ち合い
③ バンク登録

空き家・空き地バンク

・物件情報の登録
・ホームページ等掲載　
・物件紹介・見学案内　
・連絡調整 など

売りたい・貸したい

① 登録情報の閲覧
② 利用登録の申込み
③ 物件見学
④ 物件の利用申込み

空き家改修事業補助金
改修費用の１/２（限度額１５０万円）

空き家等解体工事補助金
解体費用の２/３（限度額３０万円）

 空き家を取得または賃借して町に定住する方や、空き家を改修し
て第三者に賃貸しようとする方の改修にかかる費用を補助する制
度です。※条件により最大40万円の補助金額の加算があります。

 活用の見込みがない空き家を所有する場合は解体も検討しま
しょう。※空き家解体後の更地になった宅地を「空き地バンク」に
登録する場合に10万円の補助金額の加算があります。

全国的にも大きな問題となっている 空き家・空き地問
題。町への問い合わせも年々増加傾向にあり関心が高
まっています。空き家・空き地の対策は早めの対応が
ポイント です！！

 空き家を取得または賃借して居住する方や、空き家バンクに登録
するために空き家を整理しようとする所有者が、不要な家財道具
の処分または清掃をするための費用を補助する制度です。

2019年度 空き家に関する問い合わせ

空き家バンクの登録
空き家バンクの利用
改修補助金について
解体補助金について
その他

内容

計　　　　　　　57件 　  ―

問い合わせ 登録および
利用者

17件
18件
7件
10件
5件

6件
8件
3件
２件
―

2020年4月～5月までの
問い合わせ件数は

25件！！
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只
見
短
歌
会

五
月
定
例
会

大
塚
栄
一　
　

指
導

只
見
俳
句
会

目
黒
十
一　
　

指
導

町
民
文
芸

町
民
文
芸

礼　

群
れ
を
引
く
鴨
大
ら
か
に
羽
ば
た
け
り

山
裾
は
雑
木
と
果
て
し
部
落
跡

修　

一

何
気
な
き
日
々
に
価
値
あ
り
初
桜

十
年
の
樹
木
と
な
り
て
梅
白
し

幸　

生

野
仏
や
花
栗
の
香
に
酔
ひ
給
う

草
刈
り
機
蕗
の
一
叢
残
り
け
り

信　

凛
と
し
て
荒
れ
た
る
庭
に
薔
薇
一
輪

颯
爽
と
新
入
社
員
が
闊
歩
す
る

都　

春
の
炉
に
何
と
は
な
し
に
手
を
か
ざ
し

学
び
や
に
休
校
く
り
返
す
春
の
空

味
代
子

カ
ー
テ
ン
の
隙
よ
り
見
ゆ
る
朧
月

春
雷
や
気
持
ち
せ
か
せ
る
粗
き
雨弘　

子

更
衣
は
ず
せ
ぬ
マ
ス
ク
疎
む
日
々

コ
ロ
ナ
禍
や
逢
い
た
き
人
よ
五
月
闇

 

馬
場　

八
智

に
こ
や
か
に
挨
拶
く
れ
し
人
の
名
を
思
ひ
出
せ
ず
に
寝
る
ま
で
惑
ふ

 

関
谷
登
美
子

新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
報
道
に
心
痛
深
く
終
息
願
ふ

 

新
国
由
紀
子

ス
マ
ホ
見
つ
む
そ
の
目
は
徐
々
に
細
く
な
り
園
の
休
み
の
孫
は
眠
り
ぬ

 
渡
部
ゆ
き
子

入
学
も
卒
業
式
も
ま
ま
な
ら
ず
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
止
ま
ず

 

目
黒　

富
子

鍬
入
れ
の
時
期
近
づ
く
に
柄
の
緩
み
し
農
具
を
し
ば
し
水
に
浸
し
ぬ

 

渡
部
ヨ
リ
子

こ
の
春
の
車
の
往
来
少
な
き
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
ゆ
ゑ
か

 

新
国　

洋
子

子
等
の
た
め
心
張
り
つ
め
励
み
来
し
日
も
遥
か
に
て
く
ち
な
し
匂
ふ

 

（
出
詠
順
）

四
月
詠
草



今
月
の
納
期

税

総務課　
　総務係　財政係
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林建設課
　農　林　係
　建　設　係
観光商工課
　観光係　商工係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

☎

☎

☎
☎

☎
☎

☎
☎

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

82-5210

82-5220

82-5110

82-5100

84-7005

84-7010

82-5230

82-5270

82-5240

82-5120

82-5300

82-5230

82-5320

84-7180

82-2219

84-2038

86-2249

84-2221

84-2612

84-2101

82-2141

84-2111

86-2111
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今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
a
tion

●
新
規
職
員（
５
月
１
日
付
）

▽
任
期
付
職
員

　

総
務
課

　

高
橋　

茉
子

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、

借
金
で
お
悩
み
の
方
か
ら
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。秘
密
厳
守
、

相
談
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に

貸
金
業
を
営
む
、い
わ
ゆ
る「
ヤ
ミ
金

融
」業
者
に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。ご
利
用
さ
れ
て
い
る
貸
金
業

者
の
登
録
状
況
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預

貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
財
課

　
☎
０
２
４-

５
３
３-

０
０
６
４

●
受
付
時
間

　

平
日（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
８
時
30
分
〜
12
時
00
分
、

　

13
時
00
分
〜
16
時
30
分

　　

会
津
若
松
市
に
お
い
て
、集
団
予

防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ
た
人

と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
弁
護

士
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　

令
和
２
年
７
月
11
日（
土
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
00
分

　
（
受
付
は
15
時
ま
で
）

●
場
所

　

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
室

●
問
合
せ
先

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

　
☎
０
２
５-

２
２
３-

１
１
３
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

発
生
に
伴
い
、消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま

す
。使
用
の
際
に
は
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

１
、火
気
の
近
く
で
使
用
し
な
い
こ
と
。

２
、容
器
の
詰
替
え
等
に
は
、通
気

性
の
良
い
場
所
や
換
気
が
行
わ
れ
て

い
る
場
所
で
行
う
こ
と
。ま
た
、密

閉
し
た
室
内
で
多
量
の
噴
霧
は
避

け
る
こ
と
。

３
、設
置
・
保
管
に
は
、直
射
日
光
が

当
た
る
場
所
や
高
温
と
な
る
場
所

を
避
け
る
こ
と
。

４
、詰
替
え
の
際
に
は
、漏
れ
、あ
ふ
れ

等
に
注
意
し
、容
器
に
は
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
で
あ
る
旨
や「
火
気
厳
禁
」等

の
注
意
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

●
手
造
り
マ
ス
ク

　
　
　
　
　
　

渡
部 

恵
美
子 

様

　
　
　
　
　
　

加
藤 

美
和
子 

様

●
不
織
布
マ
ス
ク

　
　
　
　
　
　

匿
名
寄
付

●
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

　
　
　
　
　

合
同
会
社
ね
っ
か 

様

町
新
規
職
員
の
お
知
ら
せ

た
く
さ
ん
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
除
菌
水

あ
い
あ
い
薬
局 

様

●
国
語
辞
典

大
東
田
島
会 

様

●
寄
付
金
３
６
，６
５
０
円

　
只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
様

　

寄
付
い
た
だ
い
た
方
の
想
い
を
尊

重
し
、有
効
に
活
用
い
た
し
ま
す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
報
た
だ
み
５
月
号
３
ペ
ー
ジ
記

事
内
の
お
問
い
合
わ
せ
先
F
A
X

番
号
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

正
し
く
は

０
２
4
1-

8
2-

5
2
3
5 

で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
皆
さ
ま
に

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

人　
事

お
知
ら
せ

ご
寄
付

広
報
た
だ
み
５
月
号
の

訂
正
に
つ
い
て

訂
正
と
お
詫
び

多
重
債
務・貸
金
業
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
ご
案
内（
無
料
）

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特
別

措
置
法
出
張
相
談
会（
無
料
）

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の

安
全
な
取
り
扱
い
等
に
つ
い
て

6
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税（
１
期
）

●
水
道
使
用
料（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
６
月
分
）
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新たな協力隊が加わりました！

 1日　南会津地方広域圏組合管理者会、
南会津地方広域圏組合議会臨時会（南会津町）

 5日　臨時庁議
（新型コロナウイルス対策本部会議 以下「本部会議」）

 8日　百歳高齢者賀寿贈呈式

11日　定例庁議（本部会議）

13日　ＪＲ只見線利用促進実行委員会

14日　只見町商工会要望、㈱季の郷湯ら里取締役会

15日　只見町議会５月会議、議会全員協議会

18日　朝日診療所医師との懇談会

19日　奥会津振興センター監査

20日　南会津地方環境衛生組合臨時議会（下郷町）、

21日　町内企業訪問、越後・南会津街道観光・地域づくり懇談会

22日　只見ユネスコエコパーク連絡調整会議
臨時庁議（本部会議）、６月補正予算町長査定

25日　㈱会津ただみ振興公社定時株主総会

28日　町内企業訪問

29日　福島県知事との意見交換、阿賀川河川事務所長来庁

町長スケジュール〈5月分〉

観光振興協力隊
横山　儀巳

教育振興協力隊
鈴木　裕司

教育振興協力隊
中嶋　幹也

名前：横山　儀巳（よこやま　よしみ）出身：只見町（舘ノ川）
協力隊になったきっかけ：生まれ育った我が町に、何らかの形で地域貢献が
できたら、少しでも力になれればとの思いから応募させていただきました。
町民の皆さんへ：46年振りのUターンとなります。今後、様々な場で皆さんに
お会いし、お世話になる機会が増えると思いますが、皆さんや地域のために少
しでもお手伝いできればと思っています。担当は、地域の観光振興や道の駅関
連業務になります。「めんどーみでけやれ～。やっけになります！」

名前：鈴木　裕司（すずき　ゆうじ）出身：会津若松市、中学校卒業後は神奈川県へ。
協力隊になったきっかけ：ふるさと“ふくしま”のために少しでもできる事があ
れば、と思い応募しました。
町民の皆さんへ：御朱印巡りや旅行が趣味です。只見町の山々が水墨画のよ
うで、見とれてしまいます。父の故郷でもある只見町にご縁を戴き、うれしく思
います。担当は、山村留学生の募集などの只見高校の振興対策です。どうぞ、
よろしくお願いいたします。

名前：中嶋　幹也（なかじま　みきや）出身：大阪市
協力隊になったきっかけ：「教育の町 只見」をつくるという強い思いがきっか
けで応募しました。
町民の皆さんへ：趣味はキャンプ、旅行、車中泊をしながら、あちこちへ出かけ
ることです。只見町は自然と歴史が豊かな町だと思います。まだ、何も分から
ない私ですが、皆さまのご指導、ご支援をいただければと思います。担当は、公
営塾（心志塾）の講師になります。よろしくお願いいたします。



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう
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あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

☆只見振興センターではこの他にもたくさんの本が置いてあり
ます。リクエストも随時受付けていますので、興味のある本等
ございましたらぜひご利用ください。

人　口　４，０７５（＋５）
　男　　１，９８８（＋３）
　女　　２，０８７（＋２）
世帯数　１，７４４（＋２０）
高齢化率　　　４６．７％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入 35　　転出 26　　出生3　　死亡 7

（4月26日～5月25日届出分）敬称略

令和2年5月1日現在

▽
４
月
に
引
き
続
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
外
出
等
自
粛
の
た
め
に
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
・
延
期
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

５
月
の
後
半
に
は
、全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
、少
し
ず
つ
人
の
動
き
が
出
て
き
た

よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
守
り
な
が
ら
の
活
動
と
は
い
え
、身
体

を
動
か
し
た
り
、人
と
会
話
を
で
き
た
り
と
い

う
の
は
、非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
な
と
改

め
て
実
感
し
た
５
月
で
し
た
。

▽
マ
ス
ク
焼
け（
マ
ス
ク
状
に
日
焼
け
）を
し
て

し
ま
い
、日
焼
け
止
め
の
あ
り
が
た
さ
も
実
感

し
ま
し
た
。

（
小
林
）

只見振興センター
図書室 ☎８２－２１４１
事務補助員　齋藤　由美子

只見振興センター

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
酒　井　ミサオ 93歳 福　井
鈴　木　清右エ門 82歳 長　浜
栗　田　セツ子 75歳 寄　岩
馬　場　キシヨ 88歳 長　浜
矢　澤　久　子 75歳 黒　谷
五十嵐　　馨 91歳 只　見

■お誕生おめでとうございます

五十嵐　友　咲（男／  剛  ・紗 輝）小林
ゆうさく

1匹のワニの、なんでもなくて、か
けがえのない毎日の記録をぜひ
お楽しみください。
Twitter 累計1000万いいね！
超えを記録した100日間の本編
に加え、0日目や100日後の後日
譚など、ここでしか読めない描き
おろしも28ページ収録！

日本中が見守った100日間、
待望の書籍化

きくちゆう/著（小学館）

小川　糸/著（ポプラ社）

★ライオンのおやつ

★100日後に死ぬワニ

人生の最後に食べたいおやつは何
ですか――余命を知った主人公は、
島のホスピスを選ぶ。食べること、生
きることを描き出す感動作。
余命を告げられた雫は、残りの日々
を瀬戸内の島のホスピスで過ごすこ
とに決めた。そこでは毎週日曜日、入
居者がもう一度食べたい思い出の
おやつをリクエストできる「おやつの時間」があった―。毎日を
もっと大切にしたくなる物語。
2020年本屋大賞第2位の話題作！



森の四季森の四季森の四季 TEL 0241（72）8355TEL 0241（72）8355
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※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

■ 発行／只見町　〒968-0421  福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■ 編集／地域創生課広報広聴係　https://www.town.tadami.lg.jp/　☎0241（82）5220

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

只見町ブナセンターからのお知らせ

Vol.96

▲成熟したオスの複眼はあざやかな瑠璃色になる

［トンボ目モノサシトンボ科］

▲オス（上）とメス（下）は交尾後、連結したまま
　水面直下の植物に産卵する

アマゴイルリトンボ

　梅雨入りとともに蒸し暑くなる6月、水辺は羽化を待ちわびていたトンボ達でにぎわいます。その中
で、ひときわ目を引くのがアマゴイルリトンボです。羽化直後はまだ色がついておらず白っぽいのですが、
しばらくして成熟すると、オスは全身瑠璃(るり)色に染まり非常に美しくなります。メスは黄緑色にかわ
り、眼はうっすら青みを帯びます。このアマゴイという独特の名は、新潟県三条市にある“雨生ヶ池（まご
いがいけ）”で本種が記録されたことに由来します。
　アマゴイルリトンボは日本固有種で、青森・山形・福島・新潟・長野各県の限られた場所にのみ分布す
る珍しいトンボです。主な生息環境は、山地の水草が生えるきれいな池ですが、林内の沢や湿地、水田沿
いの水路で発生することもあります。只見町では、平地や山地の池、山間部の休耕田などに生息します。
成虫は5月下旬から出現しはじめ、6月に最も数が多くなります。場所によっては夏の終わり頃まで見ら
れます。
　池に生息するトンボの多くは、水上や水際からあまり離れることはありません。しかし、アマゴイルリト
ンボは池とその周囲の林を頻繁に移動します。特にオスは水辺近くの林内で、木漏れ日の差し込む場所
などを選び、そこで縄張りをもちます。そして、気温の上がる正午前後になると、交尾を済ませたオスとメ
スが水辺を訪れ、連結したまま産卵します。こうした森と水辺という二つの環境の組み合わせが、アマゴ
イルリトンボの生息を支えています。

只見町ブナセンター付属施設「ただみ・ブナと川のミュージアム」および
「ふるさと館田子倉」は、６月１日（月）より再開館しています。
臨時休館のため中断していた企画展「只見の春植物とその生活史」の開催期間を下記の通り
延長します。まだ展示をご覧になっていない方は、ぜひお越しください。

企画展「只見の春植物とその生活史」
会期：開催中～2020年6月29日（月）
場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

（学名：Platycnemis echigoana）

Vol.122
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	WEB_2020_広報ただみ_6月号_P11
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